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【公表番号】特表2011-502375(P2011-502375A)
【公表日】平成23年1月20日(2011.1.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-003
【出願番号】特願2010-528784(P2010-528784)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  13/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ  13/00    　　　　
   Ｇ１１Ｂ  20/12    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月13日(2011.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステレオスコピックコンテンツを構成する第１基本符号化ストリームおよび第２基本符
号化ストリームの参照情報の入力を受けるステップと、
　前記参照情報を保存するための参照情報領域を含むファイル構造に前記参照情報を保存
するステップと、
　を含むことを特徴とするステレオスコピックコンテンツの保存方法。
【請求項２】
　前記ファイル構造が、
　前記第１基本符号化ストリームおよび前記第２基本符号化ストリームを保存するための
コンテンツ領域をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のステレオスコピックコン
テンツの保存方法。
【請求項３】
　前記ファイル構造が、
　ＩＳＯベースメディアファイルフォーマットに基づいた構造であることを特徴とする請
求項１に記載のステレオスコピックコンテンツの保存方法。
【請求項４】
　前記参照情報が、
　前記第１基本符号化ストリームおよび前記第２基本符号化ストリームの参照関係を定義
する関係性情報を含むことを特徴とする請求項１に記載のステレオスコピックコンテンツ
の保存方法。
【請求項５】
　前記第１基本符号化ストリームおよび前記第２基本符号化ストリームが、モノスコピッ
ク区間を備え、
　前記参照情報が、
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　前記モノスコピック区間をディスプレイする時、前記第１基本符号化ストリームおよび
前記第２基本符号化ストリームのうちディスプレイする基本符号化ストリームを定義する
情報を含むことを特徴とする請求項１に記載のステレオスコピックコンテンツの保存方法
。
【請求項６】
　前記ステレオスコピックコンテンツが、左右のビューシーケンス（left/right view se
quence）で構成され、
　前記左のビューシーケンスが、前記第１基本符号化ストリームを構成し、
　前記右のビューシーケンスが、前記第２基本符号化ストリームを構成することを特徴と
する請求項１に記載のステレオスコピックコンテンツの保存方法。
【請求項７】
　前記ステレオスコピックコンテンツの区間情報を含むステレオスコピックビデオメディ
ア情報の入力を受けるステップと、
　前記ステレオスコピックビデオメディア情報を保存するためのビデオメディア情報領域
をさらに含むファイル構造に前記ステレオスコピックビデオメディア情報を保存するステ
ップと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のステレオスコピックコンテンツの保存
方法。
【請求項８】
　前記ステレオスコピックコンテンツに対するステレオスコピックカメラおよびディスプ
レイ情報の入力を受けるステップと、
　前記ステレオスコピックカメラおよびディスプレイ情報を保存するためのカメラおよび
ディスプレイ情報領域をさらに含む前記ファイル構造に前記ステレオスコピックカメラお
よびディスプレイ情報を保存するステップと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のステレオスコピックコンテンツの保存
方法。
【請求項９】
　前記ステレオスコピックカメラおよびディスプレイ情報が、
　ステレオスコピック区間に対するカメラおよびディスプレイ情報を提供するステレオス
コピック区間の個数、前記ステレオスコピック区間を識別するためのアイテムＩＤ、前記
アイテムＩＤの参照可否に対する情報のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする請求
項８に記載のステレオスコピックコンテンツの保存方法。
【請求項１０】
　前記第１基本符号化ストリームおよび第２基本符号化ストリームのうち予め設定された
ストリームにリンクされるビデオ関連ノードを備える前記ステレオスコピックコンテンツ
に対するシーン記述情報を前記ファイル構造に保存するステップをさらに含むことを特徴
とする請求項１に記載のステレオスコピックコンテンツの保存方法。
【請求項１１】
　前記ビデオ関連ノードが、前記予め設定されたストリームに対応するＩＤまたはメディ
アストリームにリンクされることを特徴とする請求項１０に記載のステレオスコピックコ
ンテンツの保存方法。
【請求項１２】
　ステレオスコピックコンテンツを保存するファイルフォーマット構造であって、
　前記ステレオスコピックコンテンツの符号化ストリームを保存するメディアデータボッ
クスと、
　前記ステレオスコピックコンテンツが２個以上の基本符号化ストリームを有する場合、
前記基本符号化ストリームを主要トラックおよび付加トラックに区分する情報を保存する
トラック参照ボックスと、
　を備えることを特徴とするファイルフォーマット構造。
【請求項１３】
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　ＡＶＣ　ＳＥＩに基づいてステレオスコピックコンテンツを保存する方法であって、
　ＡＶＣに基づいて符号化されたステレオスコピックコンテンツを保存するステップを含
み、
　「ｓｔｅｒｅｏ　ｖｉｄｅｏ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＳＥＩ」が、ステレオスコピ
ック映像構成が「ｓｉｄｅ　ｂｙ　ｓｉｄｅ」タイプであることを示す情報を含むことを
特徴とする方法。
【請求項１４】
　「ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｓｅｉ＿ｍｅｓｓａｇｅ」に基づいて前記ステレオスコピックコ
ンテンツの各ストリームに要求されるカメラパラメータおよびディスプレイ情報を保存す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ステレオスコピックカメラおよびディスプレイ情報が、
　ディスプレイパラメータの存在可否に対する情報、カメラパラメータの存在可否に対す
る情報、カメラ移動情報、レンズからイメージ面までの距離情報、ベースラインから収束
点までの距離情報またはカメラの配列情報のうち何れか１つ以上を含み、
　左右の映像間の最大視差または最小視差情報を含むことを特徴とする請求項１４に記載
の方法。
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